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平成２４年度政府予算案の決定について本日、１２月２４日に、平成２４年度政府予算案が閣議決定されましたが、そのうち本県に関連する主なものは以下のとおりです。なお、紀伊半島大水害関係については、現時点では政府予算の詳細が不明であるため、把握できていませんが、今後とも情報収集に努めていきます。１ 文化遺産の保護及び活用の促進・高松塚古墳壁画の保存・活用の推進 ２３０百万円（事業主体は文化庁）引き続き、壁画のクリーニング・剥落止め等の保存修理措置等の経費が認められた。・キトラ古墳の保存修理等 １７８百万円（事業主体は文化庁）引き続き、取り外した壁画の保存修理等の経費が認められた。

２ 国直轄ダム事業・大滝ダム建設事業 ２，２９８百万円（事業主体は国土交通省）大滝ダム建設事業については、平成２４年度が最終事業年度となります。
※各個別項目のお問い合わせは、別添個別資料の問い合わせ先にお願いします。



平成２４年度政府予算案に関する知事コメント平成２４年度政府予算案に関する知事コメント平成２４年度政府予算案に関する知事コメント平成２４年度政府予算案に関する知事コメント

平成２３年１２月２４日

奈良県知事 荒 井 正 吾

○ 本日、閣議決定された政府予算案については、東日本大震災という未曾有の災害な

どの新たな危機と極めて厳しい財政状況という２つの危機の克服に向け、東日本大震

災からの復興など５つの重点分野を中心に、経済成長と財政健全化に配意しながら、

日本再生が図られるよう、編成されたものであると考えています。

○ 地方財政対策に関しては、通常収支分と東日本大震災分に分けた上で、通常収支分

で一般財源総額を平成２３年度と同水準とし、前年度比増となる地方交付税総額を確

保していることについて、一定の評価をいたします。

また、東日本大震災の教訓を踏まえ、震災分において全国的に緊急に実施する防災

・減災事業を計上しており、本県としてもこれを活用して防災対策を進めてまいりま

す。

○ 「紀伊半島大水害」の復旧・復興に関して、これまで政府のご支援、ご協力をいた

だいたことに感謝しています。

県南部地域の安全安心な生活を支えるために、紀伊半島アンカールートの早期確保

が必要です。特に、複合的で大規模な被災を受けた十津川村長殿地区については、地

域高規格道路 五條新宮道路「長殿道路」の整備の政府要望等を行ってきたところで

す。地域高規格道路 五條新宮道路「長殿道路」については、政府予算案段階で公表

される対象規模ではないため、今回の新規事業採択箇所として示されていませんが、

直轄権限代行による平成２４年度新規事業化を、県として引き続き要望していきたい

考えています。

また、土砂ダム（五條市大塔町赤谷、野迫川村北股、十津川村長殿・栗平）及び大

規模土砂崩壊（五條市大塔町宇井、天川村坪内）は、平成２３年度の直轄事業に採択

され緊急工事等が進められています。政府予算案における「激甚な水害・土砂災害が

生じた地域等における災害対策」により、これらの箇所の恒久対策とともに、深層崩

壊発生の危険性が高い地域における監視観測や体制の強化が進むことを期待していま

す。

今後も被災地域が「災害に強く、希望の持てる」地域となるよう、引き続き、ご支

援、ご協力賜ることを期待しています。

○ 政府予算案の詳細はまだ十分に把握できていませんが、今後とも情報収集に努める

とともに配分額の確保に取り組んでいきます。



平成２４年度各省庁予算額状況 Ｈ２３．１２．２４現在（単位：百万円）　23当初予算 概算要求額 24政府予算案所管省庁 局名 担当課名 部局名 担当課名 Ａ Ｂ Ｃ文化庁 文化財部 記念物課 教育委員会 文化財保存課 243 232 230 230 230 230 文化庁 文化財部 記念物課 教育委員会 文化財保存課 178 178 178 178 178 178 2,2982,2982,2982,298国直轄ダム事業　・大滝ダム建設事業 国土交通省
県

水管理・国土保全局 治水課
項　　　　　目 国

6,131 1,985 
文化遺産の保護及び活用の促進　　　　　　　　　　　（国直轄事業）　・高松塚古墳壁画保存・活用の推進　・キトラ古墳保存修理等 土木部地域振興部 河川課地域政策課



報道発表様式 （奈良県政府予算対策）№ １ 報 道 資 料（項目）国宝高松塚古墳壁画保存修理の推進については要求額２３２百万円のうち国宝高松塚古墳壁画保存修理の推進については要求額２３２百万円のうち国宝高松塚古墳壁画保存修理の推進については要求額２３２百万円のうち国宝高松塚古墳壁画保存修理の推進については要求額２３２百万円のうち２３０百万円が、キトラ古墳保存修理については１７８百万円のうち２３０百万円が、キトラ古墳保存修理については１７８百万円のうち２３０百万円が、キトラ古墳保存修理については１７８百万円のうち２３０百万円が、キトラ古墳保存修理については１７８百万円のうち１７８百万円が認められた。１７８百万円が認められた。１７８百万円が認められた。１７８百万円が認められた。（概要）○ 高松塚古墳壁画保存・活用の推進 ２３０百万円高松塚古墳は、我が国で初めて極彩色の壁画が発見された古墳で、石室内部に星宿図、日月像、四神図及び人物群像等が描かれている。当初は、壁画の現地保存を基本方針として、石室内部の環境を維持しつつ、壁画の劣化の進行及びカビの発生を極力抑制するため、修理点検等の措置を講じてきた。しかしながら、平成１３年頃から石室内に大量のカビが発生し、さらに、壁画の退色が進行するなどの劣化状況を踏まえ、古墳から石室ごと壁画を取り出し（解体）、平成２０年度より仮設修理施設において、壁画及び石材の修理を実施している。平成２４年度においても、引き続き、国宝高松塚古墳壁画の保存・活用を図るものである。国宝高松塚古墳壁画の恒久的な保存及び活用を推進するために、①壁画のクリーニング・剥落止め等の保存修理措置②引き続き、「古墳壁画の保存活用に関する検討会」において、壁画の劣化防止等に係る調査の継続及び公開活用に係る方針の検討等③壁画の修理状況の特別公開 等を実施する。○ キトラ古墳保存修理等 １７８百万円我が国の歴史を理解する上で極めて高い価値を有する特別史跡キトラ古墳の恒久的な保存と確実な継承を推進するため、取り外した壁画の本格的な保存修理（天文図の再構築等）、古墳整備及び壁画の保存管理施設の実施計画等の策定、保存施設の維持管理等を行う。特別史跡キトラ古墳の恒久的な保存及び活用を推進するため、①取り外した壁画の本格的な保存修理②古墳整備及び壁画の保存管理施設の実施計画等の策定③保存施設の維持管理 等を実施する。（知事コメント）文化財は国民全体の財産であり、地元の住民にとっても大きな誇りである。保存修理にあたっては、細心の注意を払い、万全の体制で取り組まれることを切望する。県としても古墳壁画の特別公開など、国民全体の財産の保存、さらには活用に向けた取り組みを、関係機関と協力しながら推進してまいりたい。【上記に関する問い合わせ先】・奈良県庁 （℡）０７４２－２７－９８６４（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）担当者 教育委員会事務局文化財保存課長 石川 幸司教育委員会事務局文化財保存課主幹 酒元 健司 (庁内内線 5332）＜問い合わせは、資料提供後１時間以内にお願いします。＞



報道発表様式 （奈良県政府予算対策）№ ２ 報 道 資 料（項目）大滝ダム建設事業については、２，２９８百万円が認められた。当該事業は、平成２４年度が最終事業年度であり、要求額が確保された。
（概要）大滝ダムは、吉野川流域の治水対策及び安定した水資源確保を目的とした多目的ダムで、本県にとって必要不可欠なダムである。大滝ダムの早期供用開始と関係住民への安全確保については、強く国に要望してきたところである。現時点において、予算案の詳細は明らかではないが、平成２４年度が大滝ダム建設事業の最終年であり、地すべり対策工事が平成２３年度で完了したことで、平成２４年度は、ダムの管理や周辺整備を実施し、ダムの早期供用開始に向けて取り組むこととされている。（参考）平成２４年度内示額 ２，２９８百万円平成２３年度予算額 ６，１３１百万円
（知事コメント）大滝ダムは、水資源の確保と流域の住民を洪水から守るという極めて重要な役割を持つダムである。今般、事業を完成させるための予算を認めていただき、心より感謝申しあげる。地すべり対策工事が完了し、現在、試験湛水を行っているが、県としても、引き続きダムの早期供用開始及び関係住民の安全確保について、国・川上村と連携して事業推進に邁進してまいりたい。

【上記に関する問い合わせ先】・奈良県庁担当者 地域振興部地域政策課 課長 清水 啓敏 TEL0742-27-8489 （内 2540）担当者 地域振興部地域政策課 課長補佐 南 英延 TEL0742-27-8489 （内 2543）担当者 土木部河川課 課長 大熨 隆信 TEL0742-27-7507 （内 4170）担当者 土木部河川課 課長補佐 谷村 浩 TEL0742-27-7507 （内 4173）＜問い合わせは、資料提供後１時間以内にお願いします。＞
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